
 

   

４ 令和６年度 学校評価報告書（実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月10日実施） 

総合評価（３月21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①新学習指導要領の趣

旨を踏まえた授業改

善を行う。 

・基礎的・基本的な知

識・技能の定着を図

る学習指導を行う。 

・｢聞き取る力｣｢読み取

る力｣｢書く力｣｢要約

する力｣｢説明する力｣

を高める学習指導を

行う。 

②多様な入学生徒に対

応する教育課程を編

成する。 

①授業改善 

・主体的、対話的な学習

を通して、求められる

力の育成を目指し、学

習の深まりと拡がりに

つながる授業を追求す

る。 

②教育課程・学習支援 

・生徒の状況や進路希望

に応じた幅広い学びを

可能とする教育課程に

基づいて、主体的・対

話的な学習の実現を目

指す。 

・新課程への移行を受

け、一人一台端末の導

入に対応した学習活動

の指導をする。 

・専門教科福祉の科目を

核として福祉の心を育

む学習活動を展開す

る。 

①不断の授業改善 

・授業改善プロジェクトチ

ームを中心にＩＣＴ活用

と効果的なグループ学習

を柱とした研究授業を計

画し、授業改善に生か

す。 

②教育課程・学習支援 

・チャレンジ講座や夏期講

習の充実を図り、生徒の

積極的な参加を促す。 

・実用英語技能検定、日本

漢字能力検定等の一層の

積極的な受験を促す。 

・通級指導を含めた教育課

程の評価・見直しを行

う。 

・一人一台端末を活用した

授業実践を研究する。 

・ＩＣＴ活用型の学習教材

の積極的な活用を促す。 

 

①授業改善 

・プロジェクトチームによ

る授業改善の実施 

・生徒による授業評価 

・管理職による授業観察の

評価 

 

 

 

 

 

②参加状況調査等 

・チャレンジ講座や夏期講

習等の参加状況調査 

・各種検定試験の受験者数

の調査 

・授業における端末の使用

状況と生徒の取組の調査 

・通級指導を含めた教育課

程の教育課程の対応状況 

 

①授業改善 

・プロジェクトチームに

よる研究授業を10月～

11月に実施。 

 

 

 

 

 

 

 

②参加状況調査等 

・「国語」「数学」「英

語」の夏期講習に延べ

40名参加した。 

 

・通級指導の準備会議を

実施し、支援が必要な

生徒への対応を検討し

た。 

①職員の掲示板等を活

用して、情報共有を

行った。より活発な

情報共有と授業改善

を目ざし、発展させ

ながら継続していき

たい。 

 

 

 

 

②積極的に参加する生

徒が増えてきたの

で、継続していきた

い。 

 

 

 

・入学前にタブレット端

末の購入をするように

指示があったが、使用

した授業が１科目しか

なかった。タブレット

端末の購入は授業内容

を考えて指示した方が

良いと考える。 

 

・夏期講習の参加者が増

えたことは高く評価で

きる。 

 

・通級指導に向けて、課

題を検討し、改善する

必要がある。 

①授業改善プロジェ

クトチームによ

り、組織的な授業

改善を行うことが

できた。今後は、

タブレット端末の

使用状況を高めて

いくために工夫が

必要である。 

 

 

②通級指導に関し

て、今年度はアセ

スメントを実施す

るのみだった。来

年度、指導が必要

となった場合は、

課題を見つけてい

きたい。 

①校内研修等をと

おして、全職員

にタブレット端

末の効果的な使

用方法を周知す

る。 

 

 

 

 

 

②通級指導をとお

し て出た 課題

は 、記録 に残

し、共有する。 

２ 生徒指導・支援 

①ホームルーム・生徒

会・部活動と学校行

事の一層の活性化を

図る。 

 

 

②規範意識、自己管理

能力、責任感の醸成

を図る。 

 

 

 

 

③いのちを大切にする

教育、教育相談体制

の充実を図る。 

①部活動や生徒会行事を

活性化し、生徒の自主

的・主体的な活動を推

進する。 

 

 

②ルール・マナーを遵守

する意識と自己を管理

する能力の向上、責任

感の醸成を促す指導を

徹底する。 

 

 

③ＳＣ・ＳＳＷと連携し

ながら、支援が必要な

生徒について、状況把

握と解決に向けた取組

を迅速に行う。 

 

①部活動や生徒会を中心と

した委員会活動や学校行

事への取組において、生

徒の自主性を高め、生徒

が主体的に企画・運営で

きるように支援する。 

②法律や校内ルール、交通

マナーなど社会的なマナ

ーを遵守することの重要

性を、始業式・終業式等

あらゆる機会を通して具

体的に指導する。 

 

③学級担任やＳＣ・ＳＳＷ

との連携をより密にし、

個々の生徒の課題を早期

に把握し、解決に向けた

適切な取組を行う。 

①部活動や行事にかかる生

徒対象のアンケートによ

る生徒の充実感の状況 

 

 

 

②法律や校内ルール・社会

的マナーに反する言動は

なかったか。 

 

 

 

 

③支援が必要な生徒の課題

を早期に把握し、適切に

対応することができたか

（教育相談の件数）。 

①体育祭、文化祭の生徒

アンケートの「積極的

に協力した」と「まあ

まあ協力した」という

回答が90％を超えた。 

 

②概ね良好であったが、

ＳＮＳや交通に係るル

ールに反する行動は散

見され、指導を行っ

た。 

 

 

③生徒及び保護者からＳ

Ｃ63 件、ＳＳＷ41 件

（１月末）の相談を通

して、生徒の課題を早

期に把握し、適切な対

応をおこなうことがで

きた。 

①引き続き積極的に参

加しやすい環境を整

備していく。 

 

 

 

②ＳＮＳの適切な使い

方について、集会等

あらゆる機会を通じ

て指導するととも

に、校内ルール・社

会的マナーの遵守を

より一層促す。 

③全定同一のＳＣ・Ｓ

ＳＷのため、相談結

果や今後の対応につ

いて時間が取れず、

ＳＣ・ＳＳＷとの情

報交換が十分ではな

かった。データの共

有化等をより進めて

いきたい。 

・どの行事も生徒が主体

的に行うことができ

て、素晴らしいものと

なった。 

 

 

・ＳＮＳ使用に関する指

導は単発ではなく、継

続した指導をするよう

にした方が良い。 

 

 

 

・ＳＣ・ＳＳＷの配置は

全日制と定時制が併置

されていることを踏ま

えて、増員することが

望ましい。 

①コロナ禍で中断し

てしまった行事も

本格的に再開し、

生徒主体の活動を

実施することがで

きた。 

②ＳＮＳの使い方の

指導に関して、不

十分な部分があっ

た。 

 

 

 

③ＳＣとＳＳＷの予

定が過多になって

しまい、一人ひと

りに合わせた指導

ができなかった。 

 

 

①今後は、さらに

生徒主体の活動

になるように支

援していく。 

 

 

②今後は外部講座

だけでなく、Ｌ

ＨＲ等を活用し

て、啓発活動を

行う。 

 

 

③学校支援課へＳ

Ｃ・ＳＳＷの増

員を要望する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月10日実施） 

総合評価（３月21日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひとりの進

路意識を明確にさ

せ、希望進路の実現

に向けた積極的な働

きかけを行う。 

 

 

 

②特に上級学校進学率

の向上を目指し、目

標設定から対策の徹

底を図る。 

①上級学校や外部機関と

連携し、生徒の進路意

識の向上を図るととも

に、進路実現に向けて

支援を行う。 

 

 

 

②各種選抜方式に応じた

受験準備を生徒に促す

とともに、進路を見据

えた発展的な学習支援

を行う。 

①上級学校見学や職業体験

への積極的な参加を促す

とともに、学習・進路ナ

ビのワークシートを活用

した探究活動の定着を図

る。専門学校と連携し、

介護職員初任者研修を実

施する。 

②進学ガイダンスの充実を

図るとともに、外部テス

トの受験機会を増やし、

生徒の発展的な応用力を

養う。 

①上級学校見学や職業体験

の参加者数の状況調査及

び介護職員初任者研修に

参加した生徒の人数、資

格取得状況 

 

 

 

②模擬試験等外部テストの

受験者数、大学入学共通

テスト受験者の増加状況

調査 

①各種専門学校や市内の

保育園と協力し、３名

の生徒が職業体験に参

加した。仕事のまなび

場プログラムに６名の

生徒が参加した。 

 

 

②外部業者による模擬試

験を延べ約90名が受験

した。大学共通テスト

出願者数15名。 

①インターンシップや

就業体験の機会をと

らえ、生徒へ積極的

な参加を促す。 

 

 

 

 

②進路テスト以外にも

不定期の外部テスト

への参加人数を増や

し、生徒の発展的な

応用力を養えるよう

努める。一般受験者

数の一層の増加を図

る。 

 

・インターンシップ等の

さらなる推進を行って

欲しい。 

 

・大学受験で一定の成果

を残す生徒が増えてき

たことは評価できる。 

①インターンシップ

等の体験活動をと

おして、福祉系の

進路を選択する生

徒が増えた。 

 

 

 

②大学受験で一定の

成果を残すことが

できた。 

①周知方法を工夫

することで参加

者を増やしてい

く。 

 

 

 

 

②大学受験の結果

を生徒へフィー

ドバックし、意

欲のある生徒の

啓発を行う。 

４ 地域等との協働 

①インクルーシブの観

点から｢福祉の心｣の

涵養を図る。 

 

 

 

 

②地域学習を通じて地

域への理解と地域貢

献に対する意識を高

める。 

①「福祉の心」を育むた

めに必要な場面を積極

的に設定する。 

 

 

 

 

②地域との交流の機会を

増やし、地域貢献への

理解を深める。 

①教科をはじめとした教育

活動全体をとおして、多

様性を理解し、助け合い

が必要な場面を設定す

る。 

 

 

②「総合的な探究の時間」

や「社会福祉基礎」をは

じめとした科目をとおし

て、地域との交流を行

い、地域のさまざまな行

事への参加を図る。 

①「福祉の心」を育むため

に必要な場面を設定した

数 

 

 

 

 

②地域の行事への参加数及

び参加者数 

 

 

①社会福祉基礎の履修者

だけでなく、各行事に

おいて車椅子等の来校

者に対して補助を行う

などを実施した。 

 

 

②地域のスポーツ行事の

ボランティアや清掃等

に30名を超える生徒が

参加した。 

①特定の生徒だけでな

く、多くの生徒が

「福祉の心」を育む

ための場面を増やし

ていくことが課題で

ある。 

 

②学校をとおして申し

込みをしていない生

徒についての数を把

握できていないの

で、単位申請等をと

おして実数を把握し

たい。 

 

・今後も「福祉の心」を

育てる場面を増やして

いくことを期待してい

る。 

 

・一部の生徒だけではな

く、すべての生徒が関

わる機会をつくって欲

しい。 

①多くの生徒に「福

祉の心」を育てる

場面を増やしてい

く必要がある。 

 

 

 

②多くの生徒がボラ

ンティアに参加し

ていることは評価

できる。 

 

①ＬＨＲや総合的

な探究の時間だ

けでなく、各教

科の学習の中で

「福祉の心」を

育てる場面を増

やしていく。 

②ボランティア数

の把握のため、

アンケート等を

実施する。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①清掃活動の充実、学

校美化を推進する。 

 

 

 

②ＳＤＧｓ等の観点か

ら防災体制、防災教

育を強化する。 

①清掃活動を推進し、継

続して校内美化と学習

環境の整備を図る。 

 

 

②防災体制を整え、諸訓

練を通して緊急時の対

応力育成を目指す。 

 

①清掃活動を通した校内美

化の意識づけと、用具の

充実、整備を行う。 

 

 

②備蓄品の管理・整備を行

い、状況に応じた諸訓練

を行う。 

①清掃活動や環境整備の状

況 

 

 

 

②備蓄品の所在、数量・消

費期限の把握と諸訓練の

実施状況 

 

①清掃用具の充実と清掃

の徹底に努めた。ま

た、教室内の破損物品

調査を行い修繕に向け

て進めた。 

②備蓄品の管理・整備を

行っている。ＡＥＤ、

ＤＩＧ、各種防災訓練

では、生徒への意識づ

けと職員間の連携を図

りながら実施した。 

①引き続き環境整備を

行いながら、校内美

化に対する意識付け

を行っていく。 

 

②継続して消費期限に

留意した備蓄品管理

の徹底と各種訓練を

実施し、諸課題を検

証しながら防災の意

識づけをしていくこ

とが課題である。 

 

・清掃が行き届いた環境

であることに誇りを感

じている。 

 

①清掃を含め校内美

化を維持すること

ができた。 

 

 

②備蓄品の管理・整

備を行い、ＡＥ

Ｄ、ＤＩＧ、各種

防災訓練を実施す

ることができた。 

①今後も継続して

校内美化に努め

る。 

 

 

②今後も継続して

防災教育を推進

する。 

 


